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1. 研究の動機及び目的 

一般に電波の受信強度は降雨や降雪によって減

衰することが知られている。先行研究では、降水に

よって電波強度が減衰することは示されていたが、

降水量と電波強度の減衰の程度の関係は明記され

ていなかった。この関係を明確化し活用すれば、急

な局地的降水の予測が可能ではないかと考えた。そ

こで、受信強度の変化から降雨の程度を予測するこ

との実現性の検証を行いつつ、独自の予測システム

を作成することを目的に実験を行った。 

 

2. 方法と結果 

実験材料と実験器具 

・Wi-Fi ルーター（2.4GHz、波長 12.5㎝） 

・スマートフォン 

・電界強度計 シグナルレベルメーターLF983（リー

ダー電子社製） 

・タイムラプスカメラ Construction Camera Pro 

(brinno 社製) 

実験１ Wi-Fi による水の有無と通信速度の関係 

方法 

 水による電波の減衰について確認した。スマー

トフォンの周りを水で満たしたペットボトル（2L）

で囲み、Wi-Fi ルーターに対する方向だけペットボ

トルを置かず、ルーターからの電波のみを受信す

るように配置した（図 1）。ルーターとスマホの間

に水入りペットボトルを並べて置き、電波強度測

定アプリを用いて、Wi－Fi の電波強度を調べた。

このときペットボトルの本数を 0～5本まで 1本ず

つ増やし、置いた本数ごとに電波の強度を記録し

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果 

ペットボトル 0 本では，電波強度は-41dBm の値

を示していたが、3 本の時点（21 cm）で-48dBm ま

で減衰し、4本以降では値は変化しなかった（図 2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実験 2 降水量と BS 電波(30GHz 帯)強度、地上波

(515MHz)電波強度の関係 

方法 

 降雨時の電波強度を測定し、降水との関係を調

べた。6 月から 9 月の間で、強い降水があった時

に電波の強度を測定した。この降水時に電界強度

計を用いて BS 電波及び地上波の電波の受信強度

を計測した。電界強度計では電波の強度を記録で

きなかったため、タイムラプスカメラにより電界

強度計のモニタを撮影し、記録した。カメラによ

り 10 分ごとにモニタ画面を撮影し、後日撮影した

画像を見ながら数値をノートに記録した。この数

値と気象庁の 10 分ごとの降水量のデータとを照

らし合わせ、相関がみられるかを検証した。 

 

結果 

 BS 電波の受信強度は降水量の増加にともなって

減少した(図 3)。一方で、地上波の受信強度は降水

量による変化が見られなかった（図 4）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 実験 1 の様子。スマートフォン（右）の周りを水入り

ペットボトルで囲み、ルーター（左）からの電波のみをとら
えるようにした。 

電
波
強
度
（
dB
）
 

図 2 障害物の幅と電波強度の関係。点線は Wi-Fiの波長を示す。 

障害物の幅(cm) 
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図 3 7月 1日の降水量と電波強度(BS)  
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図 4 8月 26～27 日の降水量と電波強度(地上波)  



この結果をもとに BS 電波の受信強度と降水量

との相関を調べた。この際、電波を受信した時間と

同時刻の降水量を用いた場合と、10 分後の降水量

を用いた場合の 2 通りで相関をとった。 

同時刻の降水量をもとに解析した場合も、10 分

後の降水量をもとに解析した場合のどちらも負の

相関がみられ、降水量が多くなると受信強度が減

少する傾向が明らかになった（図 5、6）。それぞれ

の相関係数（r 値）を見ると、同時刻では -0.45、

10 分後では -0.75 となり、後者のほうがより強い

負の相関が得られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．考察 

実験 1 の結果から、電波は波長より大きい長さ

の障害物では回折が起こらず、電波強度が減衰し

やすいと考えられる。また液体の水が障害物とな

ることが確認された。 

実験 2 では BS 電波は降水とともに減衰したが、

地上波は減衰しなかった。BS 電波と地上波の波長

はそれぞれ 1 cm と 10 cm～1 m であり、地上波の

波長は非常に長い（表 1）。電波は波長より大きな

障害物があると回折できず、強度が減衰する。10 ㎝

を超える雨粒は存在しないため地上波では雨が障

害にはならず、したがって地上波を用いた降雨予

測は不可能だと考えられる。一方で波長の短い BS

電波では雨が障害になり得るため、予測は十分可

能であろう。 

 

 

 

 

 日本気象協会によると雨雲は秒速 12.5m/s、

2000～7000m の高さで、また、Asahi Satellite に

よると BS 衛星への仰角は 39.2 度、電波が来る方

角は南西である。観測した日は雨雲が南西から北

東に進んでいた。以上のことから計算すると、電波

の減衰を確認してから雨雲が移動し、実際に雨が

降り出すまでの時間は約 3～11 分であったことが

わかった。今回の結果では、降雨量と電波強度の相

関は、10 分後の降水量を使って解析した場合に、

より強い負の相関が得られた。これは 10 分後に観

測地点にやってくる南西方向にある雨雲により、

電波が遮られたことを示唆している。これらから

考えると、観測した電波の強度は数分後に降る雨

の影響を受けると考えることができ、したがって

BS 電波を使えば、10 分後程度のレベルで降水を予

測できることが示唆された。 

 

3. 今後の展望 

先行研究および本研究のどちらも、降雨条件で

の電波減衰を扱っている。私たちが住む石川県で

は、冬に多くの雪が降る。氷の結晶である雪は水と

はその大きさや分子構造が異なっている。また、雪

と雨が混ざった霙や、氷の塊である雹が降ること

もある。こうした特徴をもつ雪の場合、降雪と電波

の減衰とは降雨とは異なる関係がみられると予想

される。現在、降雪時のデータをとり、解析中であ

る。発表時には降雪時の結果も加え、報告したい。 
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図 5 同時刻の降水量と電波強度(BS)との関係 
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図 6 10分後の降水量と電波強度(BS)との関係  
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表 1 各放送の電波の波長と周波数 

 BS 電波  地上波 

30GHz    300MHz～3GHz 

 

波長  

 周波数 

 

1 ㎝      10 ㎝～1ｍ 

 


